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団体名 団体名 団体名

166 サークルK 221 フォレストOB 276 菅商店
167 さいたまATC 222 ブルースカイ 277 世紀末庭球神 猛
168 サウンドスタジオ 223 ブルーライトニン 278 川サタ
169 サスケ 224 ふるすいんぐ 279 川田TC
170 サンナイン 225 ふれーむしょっと 280 早大城北TC埼玉
171 サンファイブ 226 フレンズ 281 大宮MT
172 シーサイド 227 フレンドリーTC 282 大宮グリーンTC
173 ジェクサーTS 228 プログレ 283 大正製薬GC
174 ジップ大宮 229 フロックス 284 槻の森
175 ジャスミン 230 ボイジャー 285 庭貴族
176 ジョイナス 231 ホーチミン 286 東大宮TC
177 ジョーズ 232 ポットハウスTC 287 日産化学生科研
178 すばるTC 233 ホワイト 288 爆＆K
179 スペクター 234 まいるど 289 富士フイルム大宮
180 スマッシュT.C 235 マスターズ 290 毎日が庭球日
181 すみれ会 236 マツヤマTC 291 遊友族
182 セゾンTC 237 みなテニ 292 与野TC
183 そーそー 238 ミラクル 293 麗和
184 タイブレーク 239 メゾンJ
185 ダンデライオン 240 メルシー
186 チーム アップル 241 モアモア
187 チームKWM 242 ユニコTC
188 チームM 243 ライジングスター
189 チームS・A 244 ラリスマ
190 チームT． 245 ランド
191 チームYM 246 リベルテ
192 チームウイング 247 るぅ
193 チームエガリテ 248 ルネサタ
194 チームくるみ 249 ルネサンス浦和
195 チームココナス 250 レガロ 団体名
196 チームバボラー 251 ロイヤル 1 ITDアカデミー
197 チーム上谷 252 ワーデック 2 ユ-テル庭球倶楽部
198 チモシー 253 愛球127 3 ジョイナステニスアカデミー
199 テニスゼロ 浦和 254 浦和KTC 4 テニスゼロ浦和
200 テニスハレ大宮 255 浦和SC 5 パインヒルズ
201 てにてに 256 浦和クラブ 6 東大宮テニスクラブ
202 テニ吉 257 浦和サンデーTC 7 Novice Tennis Team
203 でんでんむし 258 浦和シーガル 8 与野テニスクラブ
204 トアルソンRD 259 浦和パークTC 9 イトマンテニススクール浦和

205 トラッキー 260 浦和パルTC
206 ナイスボレー 261 浦和ホワイト
207 なえばック 262 浦和南TC
208 にいざぁず 263 永球会 一般 293団体
209 にこにこTC 264 応用地質 男子 3683名
210 ぬるま湯 265 ㈱オリジン 女子 1963名
211 ノア・武蔵浦和 266 岩槻テニスクラブ 計 5646名
212 パーソ 267 向日葵 ジュニア -
213 パインヒルズ 268 荒川テニスクラブ 男子 128名
214 バギーウィップ 269 埼玉大鹿島台TC 女子 72名
215 ハムスター 270 若葉T.C 計 200名
216 ハルノテニス 271 春野ITS 合計 5846名
217 ひまわり 272 匠
218 ファイン 273 匠2021
219 プアフル 274 小松屋
220 フォティックヒル 275 森林忍者

（ジュニア）

会員数

2024年度県登録団体

2024年度団体会員（一般）

 
 

参考資料②会則・細則 

さいたま市テニス協会「会則」 

 

第 １ 章    総  則 

第 1条 本会は、さいたま市テニス協会（以下、本会）と称する。 

第 2条 本会は、さいたま市内のテニス団体を統括し、テニスの普及発展と技術水準の向上を図ると共に市

民の体力の向上とスポーツ精神を養い、テニスを通じて市民の親睦を図ることを目的とする。 

第 3条 本会は、前条の目的を達成するために次の事業を行う。 

（１）テニスの普及発展のための事項 

（２）テニス大会の開催および技術向上強化に関する事項 

（３）テニス協会など他団体との交流に関する事項 

（４）その他本会の発展向上のため必要な事項 

第 4条 本会は、さいたま市内の所轄団体として、埼玉県テニス協会およびさいたま市スポーツ協会に加盟す

る。 

第 5条 本会の事務所は、さいたま市内の会長の指定するところに置く。 

  

第 ２ 章    会  員 

第 6条 本会は次の会員をもって組織する。 

（１）団体会員 テニス活動の主体をさいたま市に置き、本会に入会した団体。団体会員をもって本会の総会

構成員とする。 

（２）個人会員 団体会員に所属し本会へ登録した個人。 

（３）賛助会員 本会を賛助する団体および個人 

第 7条 本会に入会する団体および個人会員は、所定の手続きにより申し込むものとする。また退会する団

体会員は、所定の手続きにより届け出けるものとする。 

第 8条 会員は別に定める細則により年会費を納入する。 

第 9条 会員が本会則に違反するか、または、本会の体面に傷をつけた行為ありと認めた時は、理事会の決

議により除名することができる。 

 

第 ３ 章    役  員 

第 10条 本会の役員および任期は次の通りとする。 

２．本会に次の役員を置く。 

会長１名、副会長 3名以内、理事 50名以内、監事２名、委員 必要数 

３．役員の任期は２年とし重任を妨げない。 

４．役員は任期満了でも後任者が就任するまではその職務を行う。また役員補充による役員の任期は前任

者の残余期間とする。 
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第 11条 会長、副会長の選任および職務は次の通りとする。 

２．会長、副会長は理事の中から総会で推挙する。 

３．会長は本会を代表し、会務を統括し、総会の議長となる。副会長は会長を補佐し会長事故あるなど必要

な場合は、その職務を代行する。 

第 12条 理事は団体会員から推薦し総会で選任する。別に会長は理事若干名を推薦することができる。 

第 13条 監事は総会で選任する。 

第 14条 理事の構成と職務は次の通りとする。 

２．理事は互選により理事長１名、副理事長３名以内、事務局長１名、常務理事 20名以内を選任する。 

３．理事は理事会を組織し、総会決議事項を執行し、かつ会務を処理する。 

４．常務理事は理事会で定められた会務を執行する。 

５．理事長は理事会および常務理事会の議長となり、会務執行を掌握する。副理事長は理事長を補佐し、理

事長事故あるなど必要な場合はその職務を代行する。 

６．事務局長は事務局を掌握運営する。 

第 15条 監事は本会会計を監査し、総会および理事会に出席し意見を述べる。  

第 16条 委員は本会の事務、普及活動、大会運営などの会務を処理する。  

第 17条 本会に名誉会長、顧問、参与をおくことができる。 

２．名誉会長、顧問、参与は総会で推挙し、会長が委嘱する。  

３．名誉会長、顧問、参与は総会および理事会に出席して諮問に応ずる。  

４．任期は２年とし重任を妨げない。  

 

第 ４ 章   会  議 

第 18条 本会の会議は総会および理事会ならびに常務理事会とする。 

２．会議は各構成員の過半数の出席がなければ開くことができない。  

３．会議の議事は出席者の過半数の同意をもって決する。可否同数の時は議長がこれを決する。 

４．会議の構成員は書面もしくは電磁的方法により、または代理人に委任することにより、議決に参加するこ

とができる。  

第 19条 総会は会長が召集し、その目的、日時および場所を 10日前までに書面もしくは電磁的方法をもって

通知しなければならない。 

２．定時総会は毎年１回 4月末日迄に開催し、次の議案を審議する。  

(1)予算および決算  

(2)事業計画および会務事務報告  

(3)本会則で規定した事項  

(4)その他必要事項  

３．臨時総会は会長が必要と認めたとき、または５分の１以上の団体会員から要請のあったとき、随時これを

開催する。  
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３．理事は理事会を組織し、総会決議事項を執行し、かつ会務を処理する。 

４．常務理事は理事会で定められた会務を執行する。 

５．理事長は理事会および常務理事会の議長となり、会務執行を掌握する。副理事長は理事長を補佐し、理

事長事故あるなど必要な場合はその職務を代行する。 

６．事務局長は事務局を掌握運営する。 

第 15条 監事は本会会計を監査し、総会および理事会に出席し意見を述べる。  

第 16条 委員は本会の事務、普及活動、大会運営などの会務を処理する。  

第 17条 本会に名誉会長、顧問、参与をおくことができる。 

２．名誉会長、顧問、参与は総会で推挙し、会長が委嘱する。  
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第 18条 本会の会議は総会および理事会ならびに常務理事会とする。 

２．会議は各構成員の過半数の出席がなければ開くことができない。  
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第 20条 理事会は会長が招集する。理事会は会務に必要な事項および緊急事項を審議し、これを執行する。 

 ２．理事会処理事項でやむを得ない事情や緊急を要する場合は、常務理事会を開催し、この決定をもって運

用し、後日、理事会の承認を受ける。 

第 21条 常務理事会は理事長が招集する。常務理事会は総会または理事会において委任された事項および

その他細目事項を審議し、必要に応じて専門委員会を設けることができる。   

  

第 ５ 章   会  計 

第 22条 本会の経費は次に掲げるもので支弁する。  

(1)年会費（団体会費および個人会費）  

(2)賛助会費  

(3)事業収入  

(4)その他の収入  

第 23条 本会の会計年度は、毎年３月１日に始まり翌年２月末日に終わる 

第 24条 予算は会計年度の始めに総会の承認を得て決定する。決算は会計年度の終了後、監事の監査を経

て総会に報告しその承認を得なければならない。  

第 25条 変更および細則               

２．本会則は総会の議決がなければ変更することができない。  

３．本会則の執行に必要な細則は理事会で別に定める。 

 

付 則 

１． 本会則は平成 15年 4月 1日施行する。 

２． 本会則は平成 20年 4月 19日から一部変更する。 

３． 本会則は平成 29年 4月 23日から一部変更する。第 6条（1）の文書修正 

４． 本会則は 2023年 4月 16日から下記について変更する。 

・第 3条 目的事項の追加 

・第 4条 加盟団体の名称変更 

・第 6条 会員の名称変更ならびに定義 

・第 7条 入会は届出に変更 

・第 10、14、16、17条 役員の定数と任期を規定 

・第 18、19条 会議の招集および議決に電磁的方法を追加 

・第 20条 常務理事会の緊急処理事項を追記 

・第 22条 会員負担金を年会費と名称変更 

 


